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表1 レスバイトケアの諸形態




































































































































































































































































































































































































入 居 書 類 上 の 理 由 】 面 接 調 査 上 の 理 由





























計 i 392人 l 5(可 50^l 53人 54^ i lO2人
出所 :IsobelAlen,ShortStayResidentialCareFortheElderly,PolicyStudieslnstitute,1983年
(三浦文夫編 『図説 高齢者自書』全国社会福祉協議会 1991 p.111)
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出所 :岡村裕､萩原清子 ｢要介護高齢者に対するショー トステイサービスの再検討一施設機能利用サービスとして
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